
「栃木県後期高齢者医療広域連合の財務諸表（令和元年度決算分）（単体）」の概要 

 

Ⅰ 一般会計等（一般会計及び特別会計） 

 １ 貸借対照表 

借  方 貸  方 

【資 産】       160億 8,572万 4,446円 

 固定資産        91 億 8,476万 3,072円   

うち有形固定資産       300万 5,355円 

うち投資その他の資産 90 億 6,997万 7,717円 

（基金）       90 億 3,783万 9,454円 

流動資産         69億 96万 1,374円 

うち基金            6,147 万 2,910 円 

【負 債】           95万 5,924円

流動負債           95万 5,924 円 

【純資産】       160億 8,476万 8,522円 

固定資産等形成分  92億 4,623万 5,982 円 

余剰分（不足分）  68億 3,853万 2,540 円 

【資産合計】        160億 8,572万 4,446円 【負債・純資産合計】 160億 8,572万 4,446円    

 

栃木県後期高齢者医療広域連合の資産総額は 160億 8,572万 4,446 円で、負債は 95万 5,924円、純

資産は 160億 8,476万 8,522円となっている。 

 

 資産については、そのほとんどが現金預金と基金（固定資産・流動資産）である。現金預金の内訳は、

各会計の歳入歳出差引額の合計が 68 億 3,255 万 8,085 円、歳計外現金が 39 万 5,401 円となっている。

基金の内訳は、固定資産に該当する基金が支払準備期金で 90億 3,783 万 9,454円、流動資産に該当する

基金が財政調整基金で 6,147万 2,910 円となっている。 

  なお、流動資産の現金預金については、出納整理期間終了時の現金預金残高を示すものであり、翌年

度に国県等への補助金返還分や社会保険診療報酬支払基金への返還分など、返還金として支出する分の

金額も含まれているため、純資産のうち、余剰分（不足分）の全てが本来の剰余金の要素を持つもので

はない。 

 

２ 行政コスト計算書 

 

経常費用は総額 2,135億 6,398万 2,344円であり、経常収益は総額 2億 989万 422円となっている。

これらの差引からなる純経常行政コストは 2,133億 5,409万 1,922 円となっている。 

   

   内訳として、性質別に見ると人にかかるコスト（人件費）が 3,365万 828円、物にかかるコスト（物

件費）が 15億 676 万 285円、移転支出的なコスト（移転費用※）が 2,072億 5,430万 9,898 円となっ

ている。 

  ※療養の給付に要した費用の支払いを栃木県国民健康保険団体連合会が行うにあたり、移転した費用

などをいう。 

 

 

 

 

 



 ３ 純資産変動計算書 

 

   令和元年度内における純資産の変動は、3億 5,102万 4,651 円の減となっている。 

 

内訳は、純行政コストによる減が 2,133億 5,409万 1,922 円。 

これに対し、財源による増が 2,130 億 306 万 7,271 円（うち市町負担金事務費、療養給付費及び保

険料、社会保険診療報酬支払基金交付金等による増が 1,219 億 8,514 万 4,543 円、国県の補助金受入

による増が 910億 1,792万 2,728 円）となっている。 

 

 ４ 資金収支計算書 

 

    令和元年度末の本年度末資金残高は 68億 3,311万 8,608円、本年度末歳計外現金残高が 39万 5,401

円となっている。 

 

   内訳として、業務活動収支は 3億 1,645万 2,877円の赤字、投資活動収支は 21億 6,866万 7,911円

の赤字となっている。 


